
新
工
場
を
建
設
。
現
在
は
合
計
3
0
0

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
3
つ
の
連
な
る
工
場

で
、
原
材
料
の
搬
入
か
ら
加
工
・
組
み
立

て
、
ブ
ロ
ッ
ク
搭
載
、
溶
接
・
塗
装
ま
で

行
わ
れ
る
。
最
前
に
あ
る
長
さ
1
0
5

メ
ー
ト
ル
の
全
天
候
型
乾
ド
ッ
ク
で
、
船

の
各
パ
ー
ツ
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
を
搭
載
。
悪

天
候
が
多
い
冬
季
や
梅
雨
時
も
安
定
し
て

仕
事
が
で
き
る
た
め
、
作
業
員
に
と
っ
て

も
納
期
を
気
に
す
る
顧
客
に
と
っ
て
も
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
く
、
高
品
質
化
の
実
現
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
船
造
り
は
、
時
に
1
〜
2
年
に
も
及

ぶ
顧
客
と
の
打
ち
合
わ
せ
で
始
ま
る
。
一

言
で
漁
船
と
言
っ
て
も
、
漁
法
や
魚
種
、

漁
場
に
よ
っ
て
設
備
・
器
具
の
内
容
や
配

置
は
変
わ
り
、
綿
密
な
議
論
が
積
み
重
ね

ら
れ
る
。「
ウ
ィ
ン
チ
を
大
き
く
さ
え
す

れ
ば
魚
が
多
く
獲
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

オ
ー
バ
ー
ス
ペ
ッ
ク
で
は
コ
ス
ト
が
も
っ

た
い
な
い
し
、
作
業
効
率
が
落
ち
る
場
合

も
あ
る
。
顧
客
の
要
望
に
耳
を
傾
け
つ

つ
、
適
切
な
仕
様
を
提
案
す
る
の
が
我
々

の
仕
事
で
す
」
と
長
井
課
長
。
1
1
9

〜
1
4
0
ト
ン
ク
ラ
ス
の
底
引
き
漁
船

で
も
、
1
隻
新
造
す
る
の
に
家
が
数
軒
建

つ
ほ
ど
高
額
な
費
用
が
か
か
る
。
丁
寧
な

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
て
、
何
度
も
修
正
を
加

え
た
設
計
図
が
形
と
な
り
、
海
の
一
角
に

浮
か
ぶ
瞬
間
の
感
慨
は
、
造
船
屋
に
し
か

味
わ
え
な
い
醍
醐
味
だ
。

　
海
に
囲
ま
れ
た
島
国
に
お
い
て
船
は
、

生
活
や
産
業
に
欠
か
せ
な
い
ア
イ
テ
ム
と

し
て
重
宝
さ
れ
て
き
た
。
魚
介
類
を
捕
獲

す
る
漁
船
や
、
人
や
貨
物
を
運
ぶ
商
船
、

海
岸
工
事
に
使
わ
れ
る
作
業
船
な
ど
、
用

途
に
応
じ
て
そ
の
仕
様
や
サ
イ
ズ
は
異
な

り
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が
一
隻
一
隻
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
で
造
ら
れ
る
。《
有
限
会
社
福
島

造
船
鉄
工
所
》
は
、
全
天
候
型
乾
ド
ッ
ク

と
し
て
は
日
本
最
大
級
の
船
舶
製
造
設
備

を
持
ち
、10
ト
ン
未
満
の
各
種
船
舶
か
ら
、

最
大
4
5
0
0
ト
ン
の
大
型
貨
物
船
ま
で

造
船
。
山
陰
地
方
で
は
唯
一
、
本
格
的
な

鋼
船
建
造
を
手
が
け
る
造
船
所
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
長
井
裕
介
工
務
課
長（
56
）

は
、「
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
な
く
、

ゼ
ロ
か
ら
唯
一
無
二
の
品
を
生
み
出
せ
る

の
が
造
船
の
魅
力
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
江
戸
時
代
に
宮
大
工
と
し
て
松
江
藩
に

招
へ
い
さ
れ
、
そ
の
後
船
大
工
に
転
身
。

江
戸
時
代
よ
り
松
江
市
御
手
船
場
町
で
木

造
船
の
建
造
と
修
理
を
行
っ
て
い
た
が
、

時
代
に
応
じ
て
鋼
や
F
R
P
、
ア
ル
ミ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
材
質
、
用
途
の
船
を
手
が

け
て
い
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
海

軍
監
督
工
場
と
な
り
、
駆
潜
艇
や
魚
雷
運

搬
船
の
建
造
を
担
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　
1
9
7
6
年
に
は
中
海
に
面
し
た
地
に

日
本
最
大
級
の
全
天
候
型
乾
ド
ッ
ク

唯
一
無
二
の
も
の
づ
く
り

有限会社 福島造船鉄工所
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有限会社 福島造船鉄工所

世界にたった一つの
オーダーメードを造る
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有限会社 福島造船鉄工所

　戦艦ゲームがきっかけで造船に興味を持つように。入社
後は現場で主に、切断された部材をつなぎ合わせる溶接作
業を担当する。「設計図を見ながら作業するのですが、工程
が思った以上に複雑で苦戦しています」。きれいに仕上げる
には作業姿勢も重要で、「腕を固定することででき上がりも
良くなってきました」と話す。昨年6月に2級小型船舶免許
を取得。完成した新造船をドックから出す際には、作業船の
操作も担っている。「3つの海流が交差する場所なので潮の
流れを読むのが難しくて。お客様の大事な船を傷つけない
よう、ロープで操作する同僚らも含め約20人で少しずつ海
へと引っ張り出します」。溶接の技術を一層磨くとともに、
チームワークでの作業にも励んでいる。

現場技術員
多久和 郁人さん（23）

2020年入社

2級小型船舶免許を取得
溶接作業に加え、操船も担う

　インドネシア大学在学中に1か月間、同社でインターンシッ
プを経験。自国にない技術や設備に触れ、卒業後の就職先
に選んだ。「高校時代の恩師に日本の技術力の高さを聞い
ていました。自然豊かで街にも近い、当社の環境も気に入っ
ています」。「技術・人文知識・国際業務」の在留資格者と
して、設計課で船舶設計業務を担当。現在は機関室の配置
図や配管図などを作成している。「燃料や海水、清水など、
船内はサイズに比して配管数が多く、適切に配置するのは
結構大変ですが、逆にやりがいがあります」と笑顔を見せ
る。当初はアプリ頼みだった日本語も、同僚らとの会話で鍛
えられ、今ではスムーズに。将来は母国に帰り、同郷の仲
間らとともに設計会社を立ち上げるのが夢だ。

設計課
ナウファル・ムハドジブ・ラフィフさん（26）

2022年入社

培った技術を生かし、
将来は母国で起業を

　巨大な船体を造るには通常、いくつかのパーツに分けて
製造し、最終的にそれらをつなげるブロック工法が用いられ
る。完成したブロックをクレーンで搭載して各種艤

ぎ
装
そう
品もセッ

トし、溶接や塗装を経て、最終的に進水させるまでの工程
を管理しているのが、中村さんだ。「塗装中に溶接の火気が
飛べば爆発する可能性もあります。スムーズに作業を進め
ることはもちろん、第一に気を遣うのが安全管理です」。修
繕船の受注が集中する時期は、ドック内に数隻入っているこ
とも。入渠に合わせて船を載せる腹台を組む一方、完成船
をゲートに出す作業にも追われる。「休漁期が終わる前に完
成させなくては、というプレッシャーが大きい分、無事すべ
ての船を送り出した時は達成感があります」

工務課
中村 明博さん（38）

2004年入社

安全かつ確実に船を組み立て、
無事送り出す達成感

採用担当者からあなたへ

有限会社 福島造船鉄工所

私たちの造船業界は、常に
進化し続ける技術と知識
にあふれています。当社で
は『新しい技術や知識を積
極的に取り入れ、自らの成
長を楽しめる』そんな方を
求めています。学び続ける
姿勢があれば大丈夫。も
のづくりの醍醐味を感じな
がら、ともに成長していきま
しょう。

公式サイトは
こちら

0852-72-3535

kunitou@fukuship.co.jp

採用直通 TEL

採用直通 E-mail

資料請求・お問い合わせ先

さん国頭 常知
総務課 採用担当

事業内容

各種船舶（鋼船・アルミ船・ＦＲＰ船）の建造・修
繕、駐車場機械の設計・製造・施工

創　業　明治元（1868）年
代表者　代表取締役　福島 伸光
社員数　45名（男38名　女7名）
本　社　島根県松江市御手船場町561
電　話　0852-21-6286

松江市

採用エリア（勤務地） 

採用区分

新卒採用 キャリア採用

 3つの連なる工場は、合計300メートル以上にも及ぶ。ブロックごとに製造され、海に面したドックで船の形に造り上げられる 高い溶接技術が船のクオリティにつながる ブロッ
クですら人の数倍の大きさ。ダイナミックさも魅力の一つだ 三重県出身の長井課長。「地元ではカツオ、島根ではカニやノドグロをお客様からよく頂戴します。役得ですね（笑）」 設
計図に沿って、丁寧に鋼板を切断 顧客ニーズをくみ取り、詳細な図面を描く設計課 福島造船鉄工所が手がけた総トン数749トンのセメント運搬船 技術や知識は先輩が直伝。
自然と後輩との関係も深まる 休漁期には修繕依頼が集中 中海に臨む日本最大級の全天候型乾ドック
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4

在
、
全
国
で
わ
ず
か
5
校
。
山
陰
は
皆
無

だ
。
入
社
ま
で
造
船
の
知
識
・
技
術
に
全

く
触
れ
た
こ
と
が
な
い
社
員
が
大
半
を
占

め
る
た
め
、新
入
社
員
に
は
社
長
を
始
め
、

ベ
テ
ラ
ン
社
員
ら
が
船
の
仕
組
み
や
造
船

独
特
の
材
料
な
ど
基
礎
か
ら
丁
寧
に
教
え

て
い
る
。
現
場
で
簡
単
な
溶
接
や
切
断
作

業
な
ど
を
少
し
ず
つ
学
ん
だ
後
、
適
性
や

希
望
に
応
じ
専
門
部
署
に
配
属
。
ガ
ス
溶

接
作
業
者
や
ク
レ
ー
ン
運
転
士
な
ど
業
務

に
必
要
な
資
格
取
得
費
用
は
す
べ
て
会
社

が
負
担
す
る
。
造
船
会
社
な
ら
で
は
の
推

奨
資
格
が
、
船
舶
免
許
だ
。
新
造
し
た
船

を
ド
ッ
ク
か
ら
水
上
に
浮
か
べ
る
際
に
は
、

社
有
の
小
型
船
で
引
っ
張
る
必
要
が
あ
る

た
め
だ
。
長
井
課
長
は
「
多
い
人
で
は
10

以
上
の
資
格
取
得
者
も
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
し
や
す
い
職
場
で
す
」
と
話
す
。

　
社
員
が
働
き
や
す
い
環
境
整
備
に
も
注

力
す
る
。
近
年
は
年
間
休
日
数
を
増
加
。

底
引
き
網
漁
の
休
漁
期
で
、
修
理
依
頼
が

集
中
す
る
6
〜
8
月
こ
そ
土
曜
出
勤
も

増
え
る
が
、
基
本
は
週
休
2
日
制
で
、
暦

通
り
3
連
休
を
取
得
で
き
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
。
単
身
寮
が
整
備
さ
れ
て
い
る
た

め
、
通
勤
時
間
や
住
宅
費
の
負
担
に
悩
む

こ
と
も
な
い
。「
何
の
変
哲
も
な
い
鋼
板

か
ら
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
船
を
造
り
上
げ
る

醍
醐
味
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ

し
い
。
フ
ェ
ラ
ー
リ
や
ポ
ル
シ
ェ
に
並

ぶ
、
い
や
そ
れ
ら
を
超
え
る
魅
力
が
あ
る

と
思
い
ま
す
」

　
た
と
え
ば
漁
船
の
場
合
、
獲
っ
た
魚
を

入
れ
る
水
槽
の
仕
様
や
大
き
さ
な
ど
で
港

に
上
が
っ
た
際
の
鮮
度
が
変
わ
る
。「
エ
ビ

な
ど
は
マ
イ
ナ
ス
40
度
ま
で
冷
や
せ
る
部

屋
が
要
る
し
、
生
き
た
ま
ま
陸
に
揚
げ
る

カ
ニ
に
は
活
魚
水
槽
が
必
要
。
ス
ペ
ー
ス

が
限
ら
れ
る
中
、
ど
ん
な
水
槽
を
ど
こ
に

置
く
か
は
非
常
に
重
要
な
ん
で
す
」
と
工

務
課
の
長
井
課
長
。
一
方
、
化
学
薬
品
を

運
ぶ
ケ
ミ
カ
ル
船
は
、
酸
化
や
腐
食
、
爆

発
や
引
火
を
防
ぐ
構
造
が
求
め
ら
れ
、
粒

状
で
飛
散
し
や
す
い
セ
メ
ン
ト
を
積
む
タ

ン
ク
は
積
み
込
み
や
陸
上
で
の
揚
げ
出
し

が
容
易
に
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
2
 

0
0
9
年
に
は
セ
メ
ン
ト
タ
ン
カ
ー
と
し

て
日
本
で
初
め
て
、
環
境
負
荷
を
低
減
し

た
電
気
推
進
船
も
手
が
け
た
。「
多
く
の

造
船
所
は
専
門
分
野
の
船
し
か
造
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
弊
社
は
代
々
い
ろ
い
ろ
な
船

を
造
っ
て
き
た
こ
と
で
多
様
な
要
望
に
応

え
ら
れ
る
幅
広
い
技
術
が
身
に
付
い
て
き

ま
し
た
」。
鋼
や
ア
ル
ミ
船
に
加
え
、
か

つ
て
は
F
R
P
船
の
製
造
も
担
っ
て
き
た

が
、
地
域
全
体
で
技
術
者
が
減
少
し
て
き

た
こ
と
を
背
景
に
20
年
、
新
た
な
F
R
P

造
船
会
社
の
立
ち
上
げ
に
も
一
役
買
っ
た
。

　
造
船
工
学
の
教
育
を
行
う
高
校
は
現

漁
船
か
ら
タ
ン
カ
ー
ま
で

幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応

船
舶
免
許
取
得
も
支
援
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